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現在の情報化社会では、半導体集積回路が広

く用いられているが、微細加工技術の発展に伴

う消費電力の増大が問題となっている。そこで、

半導体に代わる技術として超伝導回路が注目

されている。我々は、その超伝導回路の中でも

断熱量子磁束パラメトロン (AQFP: Adiabatic 

Quantum Flux Parametron) 回路の研究を行って

いる。AQFP 回路は消費電力が半導体集積回路

よりも 6 桁低いという低消費電力性を特徴と

している[1]。 

AQFP 回路は微小電流で動作する回路であ

り、ゲート間の配線長が大きくなると入力電流

が小さくなり、熱雑音による誤りが生じる可能

性がある。そこで、ゲート間配線を考慮した

AQFP 回路のビット誤り率 (BER) の評価を行

い、ゲート間の入力電流の最小値を求めること

を目的とした。 

ゲート間配線を考慮した AQFP 回路のチッ

プ測定より BER を評価した。測定には Fig. 1

の回路を用いた。BER はゲート間配線長 2 mm

の出力まで得られた。測定によって得られた

BERとシミュレーションで得られた BERの比

較を Fig. 2のグラフに示した。 
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Fig. 1 BER measurement circuit layout 

Fig. 2 Comparison of BER obtained by 

measurements and simulations 

(measurement: 700 MHz, simulation: 1 GHz) 
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